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　　　　日本人としての自覚
　２節　仏教と日本の思想形成

【１】次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。
　日本人の思想は、日本の中でのみ形成されたのではなく、外国の思想をとり入れながら独自に変容をとげ、その内容を豊かにしてきた。（　１　）世紀に、朝鮮半島をへて日本に伝来したとされる仏教も、日本人の考え方や生き方を支える主要な宗教として展開してきたものである。仏教が伝来した当初、仏は「（　２　）」として、神の一種として祀られていた。そのような仏教に対してはじめて深い思想的な理解を示したとされるのが(ａ)聖徳太子である。彼は、仏教を思想的なよりどころとして(ｂ)憲法十七条を制定し、人間関係における（　３　）の必要性を力説した。
　奈良時代には古代国家の完成にともない、仏教は、(ｃ)国家の災いを鎮め護り安泰を願うことを目的とした宗教として朝廷から保護・統制された。聖武天皇による東大寺大仏の建立や、諸国の国分寺・国分尼寺造営はその典型例である。(ｄ)奈良の都では教学研究もさかんにおこなわれたが、この当時の仏教は一般的には病気平癒や雨乞いなどの（　４　）の教えとして信仰されていた。
　平安時代に入ると、唐に留学した最澄や空海を中心として、修業と学問にもとづいた新たな仏教が展開された。(ｅ)最澄は、日本における（　５　）宗の開祖として、比叡山延暦寺を開いた。延暦寺では、大乗菩薩戒を授け修業をおこなう、新たな僧の育成制度を定めた。
　最澄と同じ遣唐使の一団として入唐した空海は、高野山金剛峯寺を開き、（　６　）宗を広めた。彼は、（　７　）とという仏の働きが、私たちの生や宇宙の不可思議さの根底にあると説いた。そして、「三密」に代表される密教の修行をおこなうことによって(ｆ)この身のままに（　７　）の働きと一体化することができると説いた。
　また、平安時代までには、神社に付属した神宮寺がつくられたり、寺院には鎮守の社が祀られたりするなど、神と仏を融合させる（　８　）の考え方が広まった。そのような状況の中で説かれた(ｇ)本地垂迹説や、中世になって展開される神本仏迹説などは、日本の重層的文化のあり方をよくあらわしているということができる。

問１　（　１　）～（　８　）の空欄にあてはまる数字・語句を答えなさい。（知識・技能）
問２　下線部(ａ)について、聖徳太子に関する次の(ア)、(イ)の文章とその正誤の組み合わせとして適当なものを、次の①～④のうちから一つ選んで記号で答えなさい。（思考・判断・表現）
(ア)　太子が著したとされている『三経義疏』は、『法華経』『勝鬘経』『維摩経』の注釈書である。
(イ)　太子は、「一切衆生悉有仏性」という考えが仏教の根本精神であると主張した。
①　(ア)：正　(イ)：正　　②　(ア)：正　(イ)：誤　　③　(ア)：誤　(イ)：正　　④　(ア)：誤　(イ)：誤
問３　下線部(ｂ)について、以下の文章は憲法十七条の一部である。これを読んで、あとの(1)、(2)の問いに答えなさい。
	　二に曰く、篤く　Ｘ　を敬へ。　Ｘ　とは仏・法・僧なり。……
　十に曰く、こころの忿を絶ち、おもての瞋を棄てて、人の違ふことを怒らざれ。人皆心あり。心の各執るところ有り。彼是とすれば我は非とす。我是とすれば、彼は非とす。我必ずしも聖にあらず。彼必ずしも愚にあらず。ともにこれ凡夫のみ。……


（1）文中の空欄　Ｘ　に入る語句を答えなさい。（知識・技能）
（2）文中の二重線部の語句の意味を説明しなさい。（思考・判断・表現）
問４　下線部(ｃ)について、このことを何というか。漢字4字で答えなさい。（知識・技能）
問５　下線部(ｄ)に関連して、奈良時代の仏教について述べた文章として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選んで記号で答えなさい。（思考・判断・表現）
①　法相宗の僧であった鑑真は、東大寺に戒壇を築いた。
②　奈良の都で教学研究をおこなった学派は南都六宗といわれる。
③　行基は官僧を率いて、布教や社会事業を展開した。
④　聖武天皇は遺言として「世間は虚仮、唯仏のみ是れ真」ということばを残した。
問６　下線部(ｅ)について、最澄に関する次の(ア)～(ウ)の文章とその正誤の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選んで記号で答えなさい。（思考・判断・表現）
(ア)　仏教本来の教えとして、人間にはいくら修行を積んでも仏になれる者となれない者がいると説いた。
(イ)　彼の教えには禅や浄土信仰など鎌倉仏教につながる要素が含まれていたが、密教は一切否定した。
(ウ)　『法華経』を仏教の根本精神ととらえ、法華一乗思想を展開した。
	
	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥
	⑦
	⑧

	(ア)
(イ)
(ウ)
	正
正
正
	正
正
誤
	正
誤
正
	正
誤
誤
	誤
正
正
	誤
正
誤
	誤
誤
正
	誤
誤
誤


問７　下線部(ｆ)について、このことを何というか。漢字四字で答えなさい。（知識・技能）
問８　下線部(ｇ)とはどのような考え方か、を説明しなさい。（思考・判断・表現）
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